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児童生徒の情報活用能力の育成に関する研究 

～１人１台環境下における認知の特性に注目した授業づくりの要点～ 

教育研究員 荒木佳美1、平城慎也2、鈴木亜矢子3、坂田茂太4、笠尾竹流5、 
田中秀典6、森匠 6、渡邊茂一 6 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅰ はじめに 

１ GIGA スクール構想の実現における相模原

市の現状と課題 

令和元年12月、GIGA（Global and Innovation 

Gateway for All)スクール構想が国策として

決定し、相模原市も令和２年度中にその整備を

完了した。しかし、急速な整備に伴い、学習用

端末(以下、タブレット PC)の活用について「タ

ブレット PC の使い方がわからない」「授業中に

うまく動かなかったら困る」「トラブルがあっ

たときの指導や使うときの約束を、どのように

指導したらよいかがわからない」など、教員の

不安が顕在化している。このことは、本市の先

行研究１）からも「操作への不安」「機器整備の

不足」「授業活用の効果と、そのための授業づ

くりの視点が不明瞭」という３つの要因が心理

的なハードルを生んでいると報告している。 

２ タブレット PC を活用した理想の授業の検

討 

文部科学省は、今後の教育では、社会で生き

ていくために必要な資質・能力を学校で育てる

ため、社会生活と同様に学校の生活や学習にお
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いても、ICT 環境は鉛筆やノート等の文房具と

同様に不可欠なものであることを強く認識す

る２）よう学校に求めている。このことから、今

行われている授業に、どのようにタブレット

PC をプラスするかではなく、教育の新たな前

提条件として「1 人 1 台の環境下における学び

や授業とは何か」ということを明らかにしたい

と考えた。 

そこで、そのような授業のあり方について、

８名の教育研究員（教員経験９年、12 年、14

年、14 年、18 年、19 年、21 年、40 年）で「タ

ブレット PC を使ったこと理想の授業」という

タイトルで KJ法３）を用いて検討した結果、図

１及び後の文章に表すことができた。 

 
図１ タブレット PC を使った理想の授業 

本研究では、従来の授業にプラスしてタブレット PC を活用しようという発想ではなく「1人

1 台タブレット PC の環境下における学びや授業とは何か」について考察し、その結果「児童

生徒は個々で特性が違うことを理解する」「課題を適切に設定する」「学習の過程で、児童生徒

の主体的なインプット及びアウトプットを ICT で拡張し、内容知と方法知を獲得させる」「振

り返りにより獲得した方法知と内容知を定着させる。また、まとまり毎に ICT で蓄積した多様

な経験を活用した振り返りを行い、資質・能力を育成する」「これらの進行が適切か評価する」

という、５つの要点を明らかにすることができた。 
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タブレット PC を使った理想の授業とは、

子どもの学習の過程が豊かになるよう、子ど

もがタブレット PC を鉛筆などと同様の道具

として当たり前に利用し、それを含めた解決

策を自ら選択できる状況にしたり、教員は子

ども個人に応じた学習課題を与えたりする

ことで、資質・能力が形成されるとともに、

学習の過程を振り返ることを蓄積して、教員

は適切な指導と評価の検討を行い、さらに学

習の過程に生かす循環を形成すること。そし

て、これらのことは ICT を使うスキルが前提

となる。 

本研究においては、この理想の授業をつくる

ための要点を明らかにすることとした。 

 

Ⅱ 研究の手続き 

理想の授業の図（図１）と文章化は、まだ抽

象度が高く、その解釈が教育研究員によって分

かれ、また、授業方略等不明瞭であり、要点を

導き出すことができない。そこで、図のグルー

プの見出しやその関係性について、教育研究員

で議論し、定義付けをする。 

具体的には、定義を仮説立て、先行研究の調

査や、授業実践によって検証及び考察を行い、

明確にする。その結果、グループの見出しや文

章化、関係性に修正が必要と考えた場合には、

協議して修正する。そして、完成した図及び文

章化から、授業づくりに必要な要点を抽出する

こととした。 

 

Ⅲ 「個に応じた学習課題を与える」ことにつ

いての検討 

まず「教員は個に応じた学習課題を与える」

というグループに注目し考察した。 

児童生徒の学習については「学び方や認知の

仕方といった『分かり方』は児童生徒一人ひと

り異なり、感覚や情報を処理する手段には得

意・不得意などの『特性』がある」４）「教員と

児童生徒は、それぞれ自分に合った情報の知覚

の方法や認識の方法をもっており、その差を埋

めることに ICT が寄与する」５）と述べられて

いる。このことから、タブレット PC を使った

授業において、個に応じた学習課題を与えるた

めには、児童生徒の特性に沿った知覚や認識の

方法、いわゆる「認知の特性」に注目するとよ

いと考え、関連する先行研究６）７）８）９）を調査

した。そして、次のような知見を得た。 

１ 児童生徒の学習における認知の特性は一

人ひとり異なる。 

２ 認知の特性には「継次処理」と「同時処理」

の２つのスタイルがある。「継次処理」とは、

情報を１つずつ順番に処理していくタイプ

で、例えば、山という漢字を覚えるときは、

本来の山の形から山の漢字になるまでのス

テップを順に示す方法が分かりやすい。（図

２）一方「同時処理」とは、複数の情報を関

連付け、同時に処理するタイプで、例えば山

という漢字を覚えるときは、他の文字の成り

立ちも含む絵全体を提示した後に、山を構成

する部分に注目させたほうが分かりやすい。

（図３） 

 

 

 

 

図２ 継次処理の認知処理のイメージ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図３ 同時処理の認知処理のイメージ 

 

３ 個々の認知の特性を大切にすることで、個

の良さを生かす学習を展開できる。 

４ 認知の特性に注目して授業づくりを捉え

参考文献 9）P.62 から抜粋 

参考文献 9）P.64 から抜粋 
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た場合、授業の中で共有の場面を効果的に設

定する必要がある。 

 

Ⅳ 「学習の過程が豊かになる」と「資質・能

力が育成される」との関係についての検討 

次に「学習の過程が豊かになる」のグループ

と「資質・能力が育成される」のグループとの

関係に注目した。 

学習の過程を豊かにする、つまり主体的・対

話的で、深い学びが実現されれば、必然的に資

質・能力の育成が実現されると考えるが、その

３観点それぞれを育成するためには、観点に応

じた支援を行う必要 10）がある。この時、タブ

レット PC を活用し、前述Ⅲ３での知見「認知

の特性」に応じた支援を行うと、理想の授業に

近づけるのではないかと考え、観点毎に検証授

業を基にした検討と考察を行った。 

１ 知識及び技能の習得を促す支援の検討 

児童生徒が知識及び技能を習得する際は、学

習の対象を認知し、分かった状態を経て、記憶

を行う、という過程を経る。この時、学習の対

象の様態と、児童生徒の得意な認知の特性が噛

み合わないことによって、習得状況の差が生ま

れる９)。このことを解決するため、次の点に留

意したタブレット PC による支援が有効である。 

(1)２つの認知の特性に合わせた学習課題等の 

様態の提示。 

(2)教員からの一方的な情報の共有は、認知の

特性に応じた様態にしても効果が低い。 

(3)認知の特性が同じ児童生徒同士が情報を共

有すると、分かった状態が生まれやすい。 

(4)情報の共有を、児童生徒が主体的に、望む

タイミングで行えると、分かった状態が生ま

れやすい。 

(5)分かった状態は、知識及び技能を習得した

状態ではない。認知した学習対象を応用転移

する経験、振り返り等を行うことで、確実な

習得が期待される。 

２ 思考力、判断力、表現力等を育てる学習の

過程 

児童生徒の思考力、判断力、表現力等の育成

について先行研究 1)では、思考のかたちの基本

形（図４）10）に応じたタブレット PC の活用法

について提案しており、「児童生徒のタブレッ

ト PC の情報（文字・音声・画像・映像等）を

共有する活動」はどの思考のかたちであっても、

育成に寄与すると報告している。 

  内部条件   

  基礎的・基本的な「知識・技能」 

既習の体験や経験 

チャレンジなどの意欲の状況 

  

     

入力課題 

 

学習者自らが自分の力

で試行錯誤する「思考・

判断・表現」の学習活

動 

 

出力結果 

何を 

何のために 

「学習の課題」 

どうする・どうした 

「学習の課題」を解決した

学習成果物や回答 

  ↑   

【学習指導-1】 

めあて・条件等の指

導者からの提示 

 外部条件  【学習指導-2】 
思考・判断・表現を促す指導者
からの背中を押す感じの“横か
ら”の支援 

 制約条件 

外部状況 

 

図４ 思考のかたちの基本形 

 

この思考のかたちを、認知の特性の面から検

討した時、入力課題及び活用する内部条件や外

部条件の様態と、児童生徒の得意な認知の特性

が噛み合わないと、思考が正しく行えないと考

えられる。さらに、児童生徒は、思考をする全

ての場面で自分の認知の特性に合う情報を得

ようとしており、同じ場面内でも、必要として

いる様態に差異があることから 11）、知識・及び

技能と同様のタブレット PC による支援が有効

である。またこの時、教員が用意した資料や同

じクラス内の児童生徒の情報だけなく、インタ

ーネット検索等による、クラス外の情報を得る

ことも有効である。 

３ 学習の過程を豊かにする支援の再検討 

ここまでの検討の結果、資質・能力の観点毎

にタブレット PC による支援の違いがある、と

いう仮説は異なっているのではないか、という

疑問を抱いた。 

そこで、教育研究員が行った授業等でのタブ

レット PC の活用について、図１のグループを

横軸、使用者を縦軸にし表１にまとめ、その共

通項などがないか分析・考察した。 

活用 

条件 

  入

力 

出

力 

 条 

件 
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その結果、タブレット PC の活用は、基本的

に児童生徒のインプット、もしくはアウトプッ

トへの支援に利用されていることに気付いた。 

児童生徒の学習は「『内容知や方法知のイン

プット』『内容知や方法知のアウトプットによ

る内省』を繰り返し、課題を解決する」、とい

う行為である。 

具体的には、課題の解決に必要な「教員の教

授内容」「教科書等の記載内容」「クラスメート

や第三者の知識や考え方」等を自分にインプッ

トする、または、課題を解決するための「書く」

「描く」「つくる」「編集する」「表現する」「身

体操作する」等のアウトプットによる内省を通

して、内容知や方法知を獲得している。 

その視点に立った時、タブレット PC の活用

は、そのインプットとアウトプットを拡張して

いると捉えられる。 

このことを踏まえ、Ⅳ１、Ⅳ２での支援を再

度、整理・検討した。そして、学習の過程を豊

かにし、主体的・対話的で深い学びを実現する

タブレット PC による支援アからウを次のよう

に定義した。 

 個に応じた課題を設定する 学習の過程を豊かにする 振り返りとその蓄積 評価を行う 

児
童
生
徒 

・共有したファイルやイン

ターネットなどで調べ

る、見付ける。 

・前時までのファイル、振

り返りなどを見返す。 

・自分に必要な資料を選ぶ 

・予想し、それを確かめる。 

・単元の学習問題について

予想する。 

・本時の課題（問い）につ

いて予想する。 

※Google スライド（以下、

ス ラ イ ド ）、 Google 

Classroom （ 以 下 、

Classroom）のストリー

ムへのコメントなどで

予想を書き込ませ、それ

を確かめようとするこ

とで、それぞれ学習レベ

ルにあった課題設定が

できる。 

・Jamboard にまとめる。 

・オクリンクにまとめる。 

・ノートか ICT か選択する。 

・他の子の考えを覗く。 

・自分の認知の特性に合っ

ている解き方や考え方を

選び、情報を習得する。 

・デジタル教科書、Google マ

ップ、スライドで作成した

資料等をを読む。 

・共有されている友だちや

他グループの考えを覗い

て参考にする。 

・インターネット検索で調

べる。 

・スライドに編集した互い

の考えを見合う、説明し合

う。 

・グループの協働的な学習

を、Jamboard等を使って行

い、グループ間で見られる

ようにする。 

・モニターに投影する。 

・キーボードで記録する。 

・会話を音声で記録する。 

・毎時間、振り返りを記入する。

方法は Google ドキュメント

（以下、ドキュメント）・スラ

イド・紙と生徒の認知の特性

に合わせて生徒自身が決め

る。 

・データを共有することによ

り、互いが書いているふり返

りの内容を閲覧することによ

り、自分が気が付いていない

ことなどを発見する。 

・単元を通して自分の振り返り

や、残してきた記録をたどっ

て、以前の自分と比べる。 

・スクリーンショットや板書の

写真を毎時間スライドに振り

返りと一緒に貼り付ける。 

・必要に応じて、関連する資料

を添付したり、メモを書き足

したりする。 

・考えを文章化する。 

・毎回の授業での言語活動

の様子を端末や画面で

共有したり、コメントで

アドバイスをし合いな

がら、自己評価や相互評

価を行ったりする。 

・Google Forms（以下、

Forms）などでテストを

行う。 

・自分の様子を撮影する。 

・デジタルデータで児童生

徒が自ら、目標と自分の

学習状況との差を自覚

し、演習を増やす、苦手

な単元の問題を解く、既

習内容の確認など、それ

に対して必要な学習を

自ら行う。 

・評価規準を参考に、どの

ような力を身に付ける

かを確認する。 

教
員 

・ 紙 ベ ー ス と Google 

Jamboard （ 以 下 、

Jamboard）で認知のスタ

イルに応じた取り組み

方を選べるようする。 

・児童生徒の認知の特性に

応じ必要な資料を準備

する。 

・自分の予想を書き込み、

振り返ることができる

スライドを用意する。 

・ルビをふる。 

・個別に資料を送る。 

・モニターに投影する。 

・教科書、友人のプリント

Jamboard で友だちの考え

を覗けるようにする。 

・継次処理、同時処理に合わ

せて、解説するスライドを

作成する。 

・Jamboard やオクリンクを

使い、自らの考えを発信し

たり、共有したりする。 

・様々な考えがある中で、自

分にとって分かりやすい

考え方を選んで見られる

よう Jamboard などを準備

する。 

・必要に応じてインターネ

ット検索することを許可

する。 

・モニターに投影する。 

・前時の振り返りを本時に

生かせるよう、ファイル

を共有する。 

・振り返りの方法を複数用

意する。また、振り返り

の内容は適宜確認し、児

童生徒の学習状況を把

握する。 

・良い振り返りを取り上げ

て全員に紹介する。 

・疑問点は、次時以降の課

題に結びつけて紹介す

るため、モニターに投影

する。 

・ドキュメントやスライド

などで単元計画を配布

し、目標と、単元の評価

規準、パフォーマンステ

ストなどの評価規準を

共有する。 

・Forms などでテストを作

成、実施する。 

・目標に対して、現在の学

習状況はどうなってい

るか、できているかどう

か、課題はあるのかなど

に対して、Classroom の

課題機能などを使い、手

立てを示す。 

・アンケートをとる。 

・デジタルのファイルから

評価をする。 

表１ 図１のグループに基づいて整理した授業におけるタブレット PC の活用 



- 5 - 
 

支援ア 認知の特性に応じた学習課題の様

態を児童生徒が選んでインプットで

きるよう、タブレット PC の機能を活

用する。 

支援イ 学習の最中の児童生徒のアウトプ

ットの方法は、認知の特性等に応じ

て、タブレット PC の活用も含め、主

体的に選択できるようにする。 

支援ウ 児童生徒が主体的に、認知の特性に

応じた様態の方法知や内容知をイン

プットできるよう、他者がアウトプッ

トした情報をタブレット PC でいつで

も共有できるようにする。 

 

４ 検証授業の実施と考察 

支援アからウの有効性を検討するため、次の

ような検証授業を行った。 

検証授業 Ａ中学校２年生 数学 

授業内容：図形分野 

星形五角形の特徴を明らかにする。 

・支援アについて、個々の生徒の得意な認知

のパターンを事前にアンケートで調べ、継

次処理と同時処理のそれぞれの生徒が理

解しやすいよう、Google サイト（以下、サ

イト）に掲載した。生徒は自分の好きなタ

イミングで、タブレット PC で分かりやす

い資料を確認し課題に取り組んだ。 

・支援イについて、学習の最中及び振り返り

で、自分の考えを整理し表出する際に利用

できる方法は、生徒がタブレット PCも含

めて選択できるようにした。 

・支援ウについて、課題の解決状況を、好き

なタイミングで Jamboard に掲載して共有

したり、その情報を活用して課題解決を行

ったりしてよいこととした。 

授業に当たっては、生徒の認知の特性をテス

トを用いて判定し、観察の参考とした。授業中

の課題の取組状況を観察したところ、生徒は認

知の特性に応じた情報を、タブレット PC を活

用し得ている様子が見られた。 

 

図５ タブレット PC を活用する生徒の様子 

 

授業後、生徒に次のアンケートを行った。 

今日の授業アンケート 12/1 (n=31) 

説問１：本日の授業の内容はどれくらい分か

りましたか。（4 件法） 

説問２：星型五角形の角の和が 180°になる

ことの説明を考えているときに、あな

たが受けた影響として当てはまるも

のを選んでください。（複数回答可） 

①４人グループで話し合っているとき 

②自分の考えがまとまる前に Jamboard で他

の友だちの考えを見たとき 

③自分の考えがまとまってから Jamboard を

見たとき 

④自分自身で課題に集中して向き合ってい

るとき 

設問３ 設問２で②及び③を選んだ人は、影

響を受けたことを書いてください。（記述

式） 

設問１は「分かった」「どちらかというと分

かった」と肯定的な回答 25 人（80.7%）であっ

た。また設問２は、①が 13 人(41.9％)、②が

18 人(58.1％)、③が 10 人(32.3％)、④が 10人

(32.3％)であった。設問３は、結果についてテ

キストマイニング 12)a)で分析を行い、設問２で

②と回答した生徒については「考え」「わかる」

「わかりやすい」がスコアの高いキーワードと

なっていた。また、設問２で③と回答した生徒

のキーワードは、「考え」「できる」「残りやす
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い」がスコアの高いキーワードとなっていた。 

これらのことから、支援アからウが分かりや

すい授業を実現することが分かった。 

 

Ⅴ 「振り返りの蓄積」についての検討 

先行研究 13）によれば、学習内容は、アウト

プットを中心とした、経験と紐づけた振り返り

を適切に行うことで脳内に定着すること、また、

学習直後だけではなく、定期的に行う必要があ

ると述べられており、これは授業後の振り返り、

及び、単元・題材毎等の一定期間の振り返りを

指すと考える。 

これらについて、支援イを考慮すると、振り

返りにおいては、タブレット PC を活用したア

ウトプットを児童生徒が自由に選択できるよ

うにすることが望ましいと考えられる。 

また、タブレット PC を活用することで、文

字のみではなく、画像、音声、映像等といった、

多様なメディアで記録をすることができ、一定

期間の振り返りに活用する際、従来の紙だけの

データよりも、学習経験をより「リアル」に想

起できることが期待される。 

そこで、支援イを考慮した、振り返りの蓄積

を行い、単元・題材終了時の振り返りの成果物

を元に、その効果について検討したところ、次

の知見を得ることができた。 

１ 児童生徒が、自分の学習状況を把握しやす

いことから、単元・題材の目標に沿って授業

が展開されやすくなる。 

２ 単元・題材全体で育成する概念が形成され

やすい。 

３ 概念の形成に当たっては、スクリーンショ

ットも含めた画像等の、文字以外のメディア

の効果が高い。 

４ 文字で振り返る際、紙だけの時よりも、量

が増えた。 

５ 支援ウのように、振り返りの際にも、他者

の情報を共有することが効果的である。 

 

 

Ⅵ タブレット PCを活用した理想の授業 

これまでの研究成果から、「タブレット PCを

活用した理想の授業」について、図６のように

整理し、次から述べるように文章化した。 

図６ タブレット PC を活用した理想の授業 

 

タブレット PC を活用した理想の授業を実現

する要点は次の５つである。 

●タブレット PCを活用した理想の授業を実

現する５つの要点 

１ 児童生徒は個々で特性が違うことを理

解する。 

２ 課題を適切に設定する。 

３ 学習の過程で、児童生徒の主体的なイン

プット及びアウトプットを ICT で拡張し、

内容知と方法知を獲得させる。 

４ 振り返りにより獲得した方法知と内容

知を定着させる。また、まとまり毎に ICT

で蓄積した多様な経験を活用した振り返

りを行い、資質・能力を育成する。 

５ これらの進行が適切か評価する。 

 

１ 児童生徒個々の特性の違いの理解 

児童生徒は、それぞれ自分に合った情報の知

覚の方法や認識の方法「認知の特性」をもって

おり、授業ではそのことを踏まえた支援を行う。

本研究ではこの認知の特性を「継次処理」「同

時処理」の２種類と設定する。 

２ 課題の適切な設定 

本研究では、「課題」とは「解決することで、



- 7 - 
 

児童生徒が、授業前に身に付いていない資質・

能力を獲得できる課題」と、定義する。 

課題の設定こそ、学校が教育機関として正し

く機能し、理想の授業を実現する根源である。 

課題の設定は、児童生徒が学習に慣れていな

い等、発達の段階や単元・題材の過程を考慮し

て、初期は教員が設定するが、児童生徒が主体

的に課題を設定する「主体的な学習者」を育成

するために、課題の解決の経験を繰り返す中で、

課題の設定を学習者自らが設定できるよう、

徐々に移行する。 

３ 学習の過程でのタブレット PC を活用した

支援 

児童生徒は「『内容知や方法知のインプット』

『内容知や方法知のアウトプットによる内省』

を繰り返し、課題を解決する」、という行為を

通して内容知や方法知を獲得する。 

そのことを踏まえ、次のタブレット PC を活

用したアからウの３つの支援を行うと、学習の

過程が充実し、豊かになる。 

支援ア 

認知の特性に応じた学習課題の様態を児

童生徒が選んでインプットできるよう、タブ

レット PCの機能を活用する。 

例）・課題の理解を支援する資料を、認知の

特性ごとに準備し、インターネット上の

保存領域（Google ドライブや、サイト

など）に保存しておく。 

  ・教科書の文章だけでは課題を把握しづ

らい児童生徒のために、NHK for School

の動画等をタブレット PCで見る、など。 

 

支援イ 

学習の最中の児童生徒のアウトプットの

方法は、認知の特性等に応じて、タブレット

PC の活用も含め、主体的に選択できるよう

にする。 

例）板書を書き写す、課題を考える、資料を

まとめる、振り返りを記載する方法など

について、ノートに鉛筆で書く、タブレ

ット PC でドキュメントやスライド、

Jamboard などに図や写真と併せて編集

するなど、を児童生徒に、選択させる。 

 

各教科等固有のアウトプットに注目し、そ

れをタブレット PC で拡張すると、技能の壁

を越え児童生徒が、その教科の概念を学んだ

り体験したりすることが可能になる。 

 

表 タブレット PC で拡張可能な各教科等固有

のアウトプットの例 

教科 
非 ICT でのア

ウトプット 

ICT でのアウトプ

ット 

国語 
えんぴつで文

字を書く 

キーボードで文

字を打つ 

図工・

美術 
筆で絵を描く 

画面にタッチや

ツールで描く 

技術 

設計した製品

を材料を加工

してつくる 

CAD で設計し 3D プ

リンタで印刷して

つくる 

社会 

筆記用具など

でプレゼン資

料を編集する 

アプリケーショ

ンでプレゼン資

料を編集する 

音楽 
楽器を演奏し

表現する 

アプリケーショ

ンで作った曲を

演奏し表現する 

※例えば体育の身体操作等、教科で育成を目

指す資質能力がタブレット PC に置き換え

られないものもある。 

 

支援ウ 

生徒が主体的に、認知の特性に応じた様態

の方法知や内容知をインプットできるよう、

他者がアウトプットした情報をタブレット

PC でいつでも共有できるようにする。 

例） 

・算数で問題を考えている最中、好きな時

に、自分の特性と同じ人の解いている様子

を Jamboard で共有し、理解する。 

・社会で資料をまとめている最中、自分の好

きな時に、他の人のスライドを見て、まと

め方のヒントを得たり、自分に足りない資
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料に気付いたりする。 

・先生が、教科書を使って説明している最

中、例示した最近のニュースを、その場で

ニュースサイト（他者がアウトプットした

情報）を調べて、関連付ける。 

 

４ 振り返りの実施とその蓄積 

振り返りにおいて、３の支援イ、ウを実現す

ることで、その効果が高まる。 

さらに、単元・題材や学年ごと等、一定期間

の振り返りを行う際は、授業ごとに蓄積した、

自分の朗読や、調色した色、身体表現の様子な

ど多様なメディアを活用した振り返りを行う

ことで、経験に紐づけられた児童生徒の資質・

能力が表出しやすくなり、その効果が高まる。 

５ 評価を行う 

児童生徒個々の認知の特性の違いを理解し、

個に応じた課題を設定して、学習の過程の豊か

にし、振り返りの実施とその蓄積の活用による、

児童生徒の資質・能力の育成状況等について適

切に進行しているかどうか、教員が定期的に評

価を行う。この際、タブレット PC を活用して

データを基に評価を行うと、より俯瞰的に、精

緻に状況を捉えることが可能になる。 

 

Ⅶ まとめ 

研究の結果、1 人 1 台環境下において、タブ

レット PC を活用した理想の授業を実現するた

め、認知の特性に注目した５つの要点を明らか

にすることができた。 

本研究は、単にタブレット PC の活用法の追

求に留まらず、1人 1台環境になることで、学

ぶという行為そのものを、学校でどのように支

援したらよいのか、ということを見直すきっか

けになったと考える。 

今後は、明らかにした要点を周知するととも

に、このことに基づく授業を、どう実現すれば

よいのかについて、検証していきたい。 
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用語解説 

a) テキストマイニング 

文字列を対象としたデータ分析の手法。文章

データを単語や文節で区切り、それらの出現

の頻度や共出現の相関、出現傾向、時系列な

どを解析し有用な情報を取り出す。形式は特

に定まっていない。 


